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愛知教育大学研究報告，５８（芸術・保健体育・家政・技術科学・創作編），pp．６３～６６，March，２００９

題 名：万葉歌（やすみしし）
Manyoka（Yasumishishi）

作者名：黒野貞夫〈清宇〉（愛知教育大学名誉教授）
Sadao〈Seiu〉KURONO（ProfessorEmeritusofAichiUniversityofEducation）

サイズ：縦２５×横３６.５
素 材：王朝風の破り継ぎ・重ね継ぎ料紙
制作年：２００８年
釈 文：やすみししわご大君の常宮と仕へまつれる雑賀野ゆ

背向に見ゆる沖つ島清き渚に風吹けば白波騒き潮干れば
玉藻刈りつつ神代より然そ尊き玉津嶋山

反歌
若の浦に潮満ち来れば潟を無み葦辺をさして鶴鳴き渡る（山部赤人）



黒 野 貞 夫〈清宇〉
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題 名：古今和歌集（序）─（やまとうたは）
Kokinwakasyu（Jyo）─（Yamatoutaha）

作者名：黒野貞夫〈清宇〉（愛知教育大学名誉教授）
Sadao〈Seiu〉KURONO（ProfessorEmeritusofAichiUniversityofEducation）

サイズ：縦２５×横３６.５
素 材：王朝風の破り継ぎ・重ね継ぎ料紙
制作年：２００８年
釈 文：やまと歌は人の心を種としてよろづの言の葉とぞなれりける

世の中にある人ことわざしげきものなれば心に思ふことを見るもの
聞くものにつけて言ひいだせるなり
花に鳴くうぐひす水に住むかはづの声を聞けば生きとし生けるもの
いづれか歌をよまざりける
力をも入れずして天地を動かし目に見えぬ鬼神をもあはれと思はせ
男女のなかをもやはらげたけきもののふの心をもなぐさむるは歌なり
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万葉歌（やすみしし）・古今和歌集（序）─（やまとうたは）・若山牧水の歌（うすべにに）・昇龍（碧空に）

題 名：若山牧水の歌（うすべにに）
WakayamaBokusuiNoUta（Usubenini）

作者名：黒野貞夫〈清宇〉（愛知教育大学名誉教授）
Sadao〈Seiu〉KURONO（ProfessorEmeritusofAichiUniversityofEducation）

サイズ：縦２５×横３６.５
素 材：王朝風の破り継ぎ料紙
制作年：２００８年
釈 文：うす紅に葉はいちはやく萌えいでて咲かむとすなり山桜花

春の日の満てる木の間にうち立たすおそろしきまでひとの美し
かたはらに秋草の花かたるらくほろびしものはなつかしきかな
白鳥はかなしからずや空の青海のあをにも染まずただよふ（若山牧水）



黒 野 貞 夫〈清宇〉
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題 名：昇龍（碧空に）
Syôryu（Hekikûni）

作者名：黒野貞夫〈清宇〉（愛知教育大学名誉教授）
Sadao〈Seiu〉KURONO（ProfessorEmeritusofAichiUniversityofEducation）

サイズ：縦２５×横３６.５
素 材：金銀箔振り料紙
制作年：２００８年
釈 文：碧空に舞ふ昇龍のかがやきて日の本一のほまれはたかし（自詠）


